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少
額
短
期
保
険
と
は
、
字

の
ご
と
く
、
補
償
（
保
障
）

金
額
に
お
い
て
少
額
の
、
か

つ
、
補
償
（
保
障
）
期
間
が

短
期
と
な
る
保
険
で
あ
る
。

　
本
書
の
第
１
章
の
冒
頭
に

そ
の
沿
革
が
解
説
さ
れ
る
と

お
り
、
こ
れ
は
従
前
の
保
険

監
督
規
制
の
合
間
（
保
険
業

の
不
特
定
性
要
件
の
下
）

に
、
当
時
そ
の
事
業
に
つ
い

て
保
険
監
督
を
受
け
る
こ
と

が
な
か
っ
た
根
拠
法
の
な
い

共
済
に
対
し
、
以
後
、
保
険

監
督
を
行
っ
て
い
く
目
的
の

下
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ

る
。

　
少
額
短
期
保
険
業
と
い
う

こ
の
新
し
い
業
態
な
い
し
規

制
枠
組
み
は
、
本
来
の
保
険

業
と
比
べ
参
入
障
壁
が
低
く

（
登
録
制
、
資
本
金
規
制
の

大
幅
な
緩
和
〈
10
億
円
→
１

０
０
０
万
円
〉
）
、
生
損
保

の
兼
営
禁
止
が
な
く
、
保
険

料
の
設
定
・
変
更
も
容
易
に

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
自
由
度
が
高
い
こ
と
も

相
ま
っ
て
、
右
肩
上
が
り
に

事
業
者
数
（
２
０
１
２
年
71

事
業
者
→
22
年
１
２
０
事
業

者
）
を
増
や
し
、
保
有
契
約

件
数
も
右
肩
上
が
り
に
増
加

し
（
12
年
５
０
４
万
件
→
22

年
１
０
８
７
万
件
）
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
拡
大
中
で
あ
る
。

　
本
書
の
第
１
章
で
は
、

「
少
額
短
期
保
険
の
基
礎
、

沿
革
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
題

し
、
04
年
当
時
の
金
融
審
議

会
に
お
け
る
根
拠
法
の
な
い

共
済
に
対
す
る
規
制
の
在
り

方
に
か
か
る
議
論
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
同
事
業
が
規
制
さ
れ

る
過
程
に
つ
い
て
説
明
し
、

ま
た
、
業
者
数
・
保
険
料
収

入
と
も
に
首
位
と
な
る
家
財

保
険
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
状
況
を

筆
頭
に
、
生
命
・
医
療
保

険
、
ペ
ッ
ト
保
険
、
費
用
そ

の
他
の
保
険
と
４
分
野
に
分

け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
状
況
を
、
グ
ラ
フ
を
用

い
て
わ
か
り
や
す
く
明
ら
か

に
す
る
。

　
本
書
の
第
２
章
「
少
額
短

期
保
険
業
に
対
す
る
法
規

制
」
で
は
、
同
事
業
の
保
険

業
法
上
の
規
制
を
あ
る
程
度

網
羅
的
に
扱
う
中
、
こ
の
専

門
的
内
容
の
記
述
が
読
者
に

理
解
で
き
る
よ
う
、
適
宜
、

図
表
を
用
い
な
が
ら
こ
れ
ら

を
説
明
す
る
。
内
容
と
し
て

は
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の

登
録
に
か
か
る
規
制
、
顧
客

保
護
の
た
め
の
供
託
・
責
任

保
険
制
度
、
少
額
短
期
保
険

業
者
に
特
徴
的
で
あ
る
諸
々

の
業
務
規
制
、
少
額
短
期
保

険
業
者
の
経
理
、
監
督
等
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
入

院
保
険
金
の
削
減
事
象
や
ペ

ッ
ト
保
険
に
か
か
る
経
営
悪

化
事
象
を
受
け
た
23
年
の
金

融
庁
の
監
督
指
針
の
改
定
と

い
っ
た
監
督
に
関
す
る
最
近

の
ト
ピ
ッ
ク
も
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
少
額
短
期
保

険
業
者
は
、
根
拠
法
の
な
い

共
済
の
時
代
か
ら
、
市
場
に

お
い
て
、
保
険
会
社
が
補
償

を
提
供
し
て
こ
な
か
っ
た
領

域
の
ニ
ッ
チ
な
商
品
を
展
開

す
る
こ
と
も
多
く
、
わ
れ
わ

れ
消
費
者
に
新
し
い
補
償

（
保
険
）
の
選
択
肢
を
提
供

す
る
。
借
家
人
の
家
財
保

険
、
葬
儀
保
険
（
少
額
生
命

保
険
）
、
ペ
ッ
ト
保
険
は
そ

の
よ
う
な
典
型
で
あ
る
が
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
険
（
医
療

保
険
）
、
が
ん
経
験
者
向
け

入
院
保
険
、
妊
産
婦
向
け
医

療
保
険
、
熱
中
症
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
保
険
、
プ
ロ
選
手

向
け
再
生
医
療
保
険
、
ス
マ

ホ
保
険
、
旅
行
等
の
キ
ャ
ン

セ
ル
保
険
、
ス
ト
ー
カ
ー
対

策
保
険
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型

地
震
保
険
な
ど
、
日
々
新
し

い
保
険
商
品
が
次
々
に
開
発

さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
第
３

章
「
少
額
短
期
保
険
業
者
の

主
な
商
品
内
容
」
で
は
、
こ

の
よ
う
な
商
品
の
内
容
（
仕

組
み
）
を
、
賃
貸
住
宅
の
家

財
保
険
、
生
命
保
険
、
医
療

保
険
、
ペ
ッ
ト
保
険
、
費
用

保
険
に
分
け
て
詳
細
に
解
説

す
る
。
な
お
、
生
命
保
険
や

医
療
保
険
の
よ
う
に
、
従

来
、
保
険
会
社
も
扱
っ
て
き

た
伝
統
的
商
品
に
関
す
る
解

説
の
中
で
は
、
例
え
ば
、
生

命
保
険
会
社
の
従
来
型
商
品

と
少
額
短
期
保
険
業
者
の
同

種
商
品
と
に
お
い
て
責
任
開

始
日
の
処
理
が
違
う
な
ど
、

そ
れ
ら
の
商
品
上
の
差
異
が

浮
き
彫
り
に
な
る
解
説
が
施

さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
保
険
会
社
ま

た
は
保
険
持
株
会
社
は
、
こ

の
よ
う
な
特
徴
あ
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
主
体
で
あ
る
少
額
短
期
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１
月
17
日
、
米
国
の
ア

ク
シ
ョ
ン
俳
優
で
元
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
の
ア

ー
ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ

ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
が
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
空
港
の
税
関
に
摘
発

さ
れ
、
３
時
間
拘
束
さ
れ

た
。
彼
は
約
５
万
㌦
（
７

０
０
万
円
、
１
㌦
＝
１
４

０
円
換
算
）
の
ス
イ
ス
製

の
腕
時
計
を
持
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
シ
ュ
ワ
ル
ツ

ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
が
気
候
変

動
対
策
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
か
け
る
た
め
に
米
国
か

ら
持
参
し
た
も
の
。
だ

が
、
彼
は
こ
の
腕
時
計
を

税
関
に
申
告
し
な
か
っ
た

た
め
に
税
関
に
摘
発
さ
れ

た
。
ド
イ
ツ
税
関
は
「
こ

の
時
計
は
米
国
か
ら
持
ち

込
ま
れ
欧
州
に
残
る
の
だ

か
ら
、
関
税
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。

　
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
ド
イ
ツ

の
空
港
の
税
関
は
世
界
で

最
も
厳
し
い
。
こ
れ
ま
で

も
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
ロ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
腕

時
計
を
申
告
し
な
か
っ
た

た
め
に
ド
イ
ツ
の
空
港
の

税
関
に
摘
発
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
あ
る
中
国
人
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
空
港
に
到
着
し
た

際
に
、
25
万
ユ
ー
ロ
（
４

０
０
０
万
円
、
１
ユ
ー
ロ

＝
１
６
０
円
換
算
）
の
現

金
を
持
っ
て
い
た
の
に
申

告
し
な
か
っ
た
た
め
に
、

現
金
を
没
収
さ
れ
た
上
、

罰
金
を
科
さ
れ
た
。

　
２
０
１
２
年
10
月
に
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
で

は
、
日
本
の
女
性
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
が
ス
ト
ラ
デ
ィ

バ
リ
ウ
ス
を
申
告
し
な
か

っ
た
た
め
に
差
し
押
さ
え

ら
れ
た
。
こ
の
バ
イ
オ
リ

ン
の
価
格
は
約
６
億
円
と

推
定
さ
れ
、
税
関
は
１
億

２
０
０
０
万
円
の
関
税
の

支
払
い
を
要
求
し
た
。
ま

た
、
12
年
８
月
に
も
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
空
港
で
税
関

が
、
女
性
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
バ
イ
オ
リ
ン
を
差
し

押
さ
え
た
。
こ
の
時
に
は

シ
ョ
イ
ブ
レ
財
務
大
臣

（
当
時
）
が
介
入
し
、
楽

器
は
お
情
け
で
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
に
返
還
さ
れ
た
。

あ
る
日
本
人
の
音
楽
家

は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
着
い

た
時
に
高
価
な
バ
イ
オ
リ

ン
の
弓
を
申
告
し
な
か
っ

た
た
め
に
関
税
法
違
反
で

摘
発
さ
れ
、
高
額
の
罰
金

を
取
ら
れ
た
。

　
高
価
な
楽
器
や
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
な
ど
を
事
前
に
税

関
に
申
告
す
る
の
は
基
本

中
の
基
本
。
こ
れ
を
怠
る

人
は
、
国
際
的
な
舞
台
で

活
躍
す
る
プ
ロ
と
は
い
え

な
い
。
ち
な
み
に
、
ド
イ

ツ
の
税
関
は
、
外
国
で
新

し
く
買
っ
て
き
た
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
何
年
も
前

に
買
っ
た
も
の
で
も
申
告

す
る
よ
う
要
求
す
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア

に
比
べ
る
と
、
ド
イ
ツ
の

空
港
の
税
関
は
は
る
か
に

厳
し
い
。
今
ド
イ
ツ
は
深

刻
な
財
政
難
な
の
で
、
今

後
税
関
検
査
は
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
と
思
う
。
特
に

日
本
人
、
中
国
人
な
ど
ア

ジ
ア
人
は
税
関
が
注
目
す

る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
の
で
注

意
が
必
要
だ
。
例
え
ば
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
空
港
に
日
本

か
ら
の
便
が
着
く
時
間
に

は
、
税
関
職
員
が
出
口
付

近
に
立
っ
て
、
抜
き
打
ち

で
カ
バ
ン
を
開
け
さ
せ
て

検
査
を
し
て
い
る
。
ド
イ

ツ
へ
来
る
時
に
は
ご
注
意

下
さ
い
！
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保
険
業
者
を
子
会
社
と
し
て

保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
第
４
章
で
は
、
多
様
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
既
存
の
保
険
会
社
が
少

額
短
期
保
険
会
社
を
買
収
ま

た
は
新
設
し
て
、
こ
の
子
会

社
を
自
社
の
系
列
（
グ
ル
ー

プ
）
の
中
に
取
り
込
む
近
時

の
動
向
に
つ
い
て
解
説
し
、

具
体
的
な
グ
ル
ー
プ
化
事
例

を
そ
の
下
に
展
開
さ
れ
て
い

る
（
本
体
事
業
補
完
）
商
品

内
容
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
系
列
化
さ
れ
た
少
額

短
期
保
険
業
者
の
商
品
と
の

関
連
に
お
い
て
、
本
業
で
あ

る
生
命
保
険
会
社
に
は
採
用

で
き
な
い
保
険
料
の
簡
易
な

変
更
方
式
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
が
少
短
事

業
に
つ
い
て
は
採
用
で
き
る

と
い
う
、
系
列
化
の
メ
リ
ッ

ト
に
も
つ
な
が
り
得
る
両
事

業
の
法
規
制
の
相
違
に
つ
い

て
も
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
に
お
い
て

触
れ
ら
れ
る
。
こ
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
め
ぐ
り
、
現
在
、
保
険

会
社
は
、
少
額
短
期
保
険
会

社
〝
も
〟
と
い
う
発
想
に
お

い
て
同
市
場
に
参
入
し
て
お

り
、
お
そ
ら
く
当
初
想
定
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
保
険

会
社
か
、
少
額
短
期
保
険
会

社
か
」
と
い
う
二
者
択
一
的

発
想
に
お
け
る
市
場
の
展
開

と
は
ま
た
違
う
展
開
が
生
じ

て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

　
第
５
章
で
は
、
「
少
額
短

期
保
険
業
者
の
現
状
と
展
望

―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
を
中
心
に
」

と
題
し
、
保
険
業
全
体
の
課

題
で
あ
る
も
、
特
に
少
額
短

期
保
険
業
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

に
と
っ
て
は
今
後
の
成
長
の

た
め
に
重
要
視
さ
れ
る
イ
ン

シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
を
扱
い
、
Ｐ

２
Ｐ
や
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
保
険

の
販
売
、
複
数
の
ペ
ッ
ト
関

連
少
短
保
険
業
者
の
共
同
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
Ａ
Ｉ
保
険
金

査
定
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
現
時

点
で
少
額
短
期
保
険
業
者
に

実
現
さ
れ
て
い
る
イ
ン
シ
ュ

ア
テ
ッ
ク
を
紹
介
し
、
今
後

の
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
に

対
す
る
提
言
を
付
し
て
本
章

と
本
書
を
締
め
く
く
っ
て
い

る
。

　
本
書
は
こ
の
１
冊
に
お
い

て
、
少
額
短
期
保
険
業
の
全

容
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
保
険
業

界
の
近
況
と
と
も
に
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
な

る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、
か

つ
端
的
に
情
報
を
伝
え
る
」

と
い
う
本
書
の
目
的
が
十
二

分
に
果
た
さ
れ
た
書
で
あ

り
、
少
額
短
期
保
険
を
は
じ

め
て
学
ぶ
、
金
融
実
務
家
、

学
生
に
最
適
の
入
門
書
で
あ

る
。

　（
Ａ
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判
／
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５
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２
９
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